
第
七
十
三
条
の
十
四
第
六

項

登
録
さ
れ
た
価
格

登
録
さ
れ
た
価
格
の
う
ち
附
則
第
十

一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅
地

評
価
土
地
（
以
下「
宅
地
評
価
土
地
」

と
い
う
。）の
部
分
以
外
の
部
分
の
価

格
に
相
当
す
る
額
に
当
該
宅
地
評
価

土
地
の
部
分
の
価
格
の
二
分
の
一
に

相
当
す
る
額
を
加
算
し
て
得
た
額

決
定
し
た
価
格

決
定
し
た
価
格
の
う
ち
宅
地
評
価
土

地
の
部
分
以
外
の
部
分
の
価
格
に
相

当
す
る
額
に
当
該
宅
地
評
価
土
地
の

部
分
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
額
を
加
算
し
て
得
た
額

第
七
十
三
条
の
十
四
第
八

項
及
び
第
九
項
第
一
号
、

第
七
十
三
条
の
二
十
七
の

三
第
一
項
並
び
に
附
則
第

十
一
条
第
一
項

登
録
さ
れ
た
価
格

登
録
さ
れ
た
価
格
の
う
ち
宅
地
評
価

土
地
の
部
分
以
外
の
部
分
の
価
格
に

相
当
す
る
額
に
当
該
宅
地
評
価
土
地

の
部
分
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
て
得
た
額

決
定
し
た
価
格

決
定
し
た
価
格
の
う
ち
宅
地
評
価
土

地
の
部
分
以
外
の
部
分
の
価
格
に
相

当
す
る
額
に
当
該
宅
地
評
価
土
地
の

部
分
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
額
を
加
算
し
て
得
た
額

平成年月日 土曜日 (号外特第号)官 報

七
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
一
条
の
四

第
六
項
」
と
、
第
七
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
中
「
土
地
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
、「
第

七
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
六

項
」
と
、「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、「
）
を
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
項
に
お

い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
前
条
第
六
項
」
に
改
め
、「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
に

よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、「
第
三
百
八
十
八
条
第
一
項
の
」
を
削
り
、「
中

に
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
中
に
」
に
、「
第
八
項
若
し
く
は
」
を
「
第
八
項
及
び
」
に
、「
又
は
附
則
第
十
一
条
第

一
項
の
」
を
「
並
び
に
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
」
に
、「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
登
録
さ
れ
た
価
格
」と
あ
る
の
は「
登

録
さ
れ
た
価
格
の
う
ち
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
部
分
以
外
の
部
分
の
価
格
に
相

当
す
る
額
に
当
該
宅
地
評
価
土
地
の
部
分
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
て
得
た
額
」
と
、「
決
定
し

た
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
し
た
価
格
の
う
ち
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
部
分

以
外
の
部
分
の
価
格
に
相
当
す
る
額
に
当
該
宅
地
評
価
土
地
の
部
分
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し

て
得
た
額
」」を
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
字
句
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
中
「
装
置
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
を
「
装
置
（
以
下
こ
の
項
か

ら
第
十
二
項
ま
で
」
に
、「
並
び
に
衝
突
」
を
「
、
衝
突
」
に
改
め
、「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と
い
う
。）」

の
下
に
「
又
は
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
車
線

逸
脱
警
報
装
置
」
と
い
う
。）の
い
ず
れ
か
二
以
上
」
を
加
え
、「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
及
び
同
条
」
を
「
、
同
条
」
に
、「
の
い
ず
れ
に
も
」
を
「
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以

降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
、「
及
び
同
条
」を「
、
同

条
」
に
、「
の
い
ず
れ
に
も
」
を
「
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
乗
用
車
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）又
は
バ
ス
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の
に
限
る
。）（
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
「
バ
ス
等
」
と
い
う
。）」
を
「
バ
ス
等
」
に
、「
車
両
安
定
性
制

御
装
置
に
係
る
保
安
上
又
は
」
を
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
上
若
し
く
は
」
に
、「
第
十
一
項
ま
で
に
お

い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
を
「
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係

る
保
安
基
準
」
に
、「
及
び
同
条
」
を
「
、
同
条
」
に
、「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防

止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
お
い
て

「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
と
い
う
。）の
い
ず
れ
に
も
」
を
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御

装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

車
両
総
重
量
が
五
ト
ン
以
下
の
乗
用
車
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）又
は
バ
ス
（
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
バ
ス
等
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被

害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」

と
い
う
。）及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
と
い
う
。）の
い
ず
れ
に
も

適
合
す
る
も
の

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

10

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規

定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置

に
係
る
保
安
基
準
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め

ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以

降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す

る
も
の
の
う
ち
、
車
両
安
定
性
制
御
装
置
、
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
及
び
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
え
る

も
の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
十
八
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、「
取
得
価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控

除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
三
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
車
両
総
重
量
が
十
二
ト
ン
を

超
え
る
バ
ス
等
」
を
「
バ
ス
等
及
び
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
」
に
、「
車

線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報
装
置
」

と
い
う
。）に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」を「
車

線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
に
改
め
、「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
の
下
に「（
車
両
総
重
量
が
八
ト

ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十

三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

車
両
総
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条

の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御

装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
両

安
定
性
制
御
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
備
え
る
も
の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）で

初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取

得
が
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、「
取
得

価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。
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